
 

             

令和５年１１月２９日 

                            函 館 開 発 建 設 部 

 

国道２２７号に新しいトンネルが開通します 

～北斗市と厚沢部町を結ぶ新トンネルの全線開通について～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 

 

 １ 開通区間 

    国道２２７号 北斗市中山～檜山郡厚沢部町字峠下（渡島中山防災 延長１．４ｋｍ） 

 

 ２ 開通日時 

    令和５年１２月６日（水）午前６時 

    ※気象条件により、日時を変更する場合があります。 

 

３ その他 

   詳細は別紙を参照してください。 

 

 

   

 

 

函館開発建設部が整備を進めている、国道２２７号 渡島中山防災事業（延長１．４ｋｍ）に

おいて、新しいトンネルが全線開通しますので、お知らせします。 

この度の開通により、トンネル断面の拡大や線形の改良が図られ、走行性の向上が期待されま

す。 

なお、一部区間では引き続き工事を実施しています。工事中は道路利用者の皆様に大変ご不便

をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。 

【問合せ先】 国土交通省 北海道開発局 函館開発建設部 

        道路計画課長  新井田 勇二（電話 0138-42-7618） 

広報官     福島  志乃（電話 0138-42-7702） 

函館開発建設部ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/hk/ 
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○国道227号は、函館市を起点とし、渡島半島を横断し江差町に⾄る70kmの幹線道路です。
○(新)中⼭トンネルの整備により、トンネル断⾯の拡⼤や線形の改良が図られ、⾛⾏性の向上が期待さ
れます。

○令和5年11⽉8⽇より交通切り替えを実施している(新)中⼭トンネルについて、令和5年12⽉6⽇に
全線開通を予定しております。

国道227号 渡島中⼭防災
延⻑1.4km

令和5年12⽉6⽇（⽔）全線開通

お し ま な か や ま

事業概要
 事業の位置

現在

全線開通後

⾄ 江差町

⾄ 函館市

(新)中⼭トンネル

現在に⽐べ
トンネル断⾯が
⼤きくなります

■(現)中⼭トンネル断⾯図

(新)中⼭トンネル

(現)中⼭トンネル

江差町

函館市

出典︓地理院地図

凡 例

開通済
（4車線以上）

開通済
（2車線）

高規格道路 一般国道

主要道道

一般道道

別紙

■(新)中⼭トンネル断⾯図
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函館市への
搬送割合

ナマコ

98百万円
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江差町 厚沢部町 ⼄部町（⼈/⽉）
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江差町 厚沢部町 ⼄部町（⼈/⽉）

これまでは急カーブでの⾞両の揺れに
より、患者対応が困難な状況でした。
渡島中⼭防災の整備により、トンネル坑⼝付
近の急カーブや狭⼩トンネルが解消し、搬送患
者の容態の負担軽減につながります。

従業地変化
による増加

統廃合等
による増加

声 【消防職員】

国道227号 渡島中⼭防災

狭⼩トンネルの解消により、道路の⾛⾏性が向上

渡島地域〜檜⼭地域間を結ぶ地域産業、地域⽣活の流動
渡島中⼭防災
L=1.4km

函館市への救急搬送の推移

出典︓函館開発建設部、件数は1次・2次搬送
の合計値、函館市への搬送割合は3町の全搬送
件数に占める函館市への搬送件数の割合

⽔産品輸送

救急搬送

通勤・通学

函館市等への通勤・通学状況

出典︓国勢調査、函館市、北⽃市、七飯町への通勤・通学

【通勤】 【通学】

増加

出典︓地理院地図

(現)中⼭トンネルは狭⼩断⾯のため、
⼤型⾞同⼠でのすれ違いに危険を感じます。
以前、漁師の⽅が、トンネル内での事故に遭
遇したこともありました。
渡島中⼭防災の整備による、⾛⾏性の向上
に期待しています。

⼄部町のナマコは、地理的表⽰
（GI）保護制度に登録

GI制度︓地域ブランドを守る農林⽔産省の制
度。「檜⼭海参」として登録。道内4品⽬⽬。

声
【漁業協同組合】

資料︓R3北海道⽔産現勢

凡 例

開通済
（4車線以上）

開通済
（2車線）

高規格道路 一般国道

主要道道

一般道道

国道227号は、函館港などを有する渡島地域と、⽇本海側の檜⼭地域を結ぶ重要な路線です。
厚沢部町をはじめとする周辺⾃治体は、救急搬送、通勤・通学などを、主に函館市に依存しており、
線形改良などによる⾛⾏性の向上により、安⼼な地域⽣活を⽀援します。
⼄部町の特産品であるナマコは、⽔揚げ当⽇に、函館空港から関東・関⻄⽅⾯に輸送されており、トン
ネル断⾯の拡⼤などにより、⽔産品の安定輸送に貢献します。

ひや ま は い し ぇ ん

⼄部町の⿂種別⽣産額

道⽴江差病院
外科対応⽇の減少

約3割が函館市に搬送

約2割の
⽣ナマコが
国内に出荷



 位置図

上下線で、通⾏する
トンネルが異なるため、
⾛⾏に注意して下さい

(
Ｂ)

(

Ａ)

中央分離帯
などの⼯事を
⾏っています

【通⾏⽅法の変更】

写真②︓江差町側 写真①︓函館市側

(新)中⼭
トンネル

(現)中⼭
トンネル

(新)中⼭
トンネル

（R5.11撮影） （R5.11撮影）

⾄ 江差町

⾄ 函館市
⾄ 函館市

⾄ 江差町

写真②

写真①

渡島中⼭防災
L=1.4km

 平⾯図
写真②

写真①

(

Ｂ)

檜
山
郡

厚
沢
部
町
字
峠
下

(

Ａ)

北
斗
市
中
山

江差町

函館市

出典︓地理院地図

凡 例

開通済
（4車線以上）

開通済
（2車線）

高規格道路 一般国道

主要道道

一般道道

国道227号 渡島中⼭防災事業の⼯事に伴う通⾏⽅法の変更について

(現)中⼭
トンネル


